
一般国道７号　鶴岡市由良
対策時期　：Ｈ１５．１２　　
事務所名　：酒田河川国道事務所

急勾配、急カーブ箇所で事故が多発

ゆ ら

平均勾配6.6％の急勾配、連続カーブ区間による事故が多発。

冬期では、路面凍結によるスリップ事故、大型車登坂不能による渋

滞が発生。

積雪期、無雪期ともに事故が８割減少

・滑り止め・速度制御舗装、視線誘導標の設置、温度・降雪センサー

付き凍結抑制剤自動散布装置を設置。

滑り止め・速度抑制舗装 死傷事故件数の推移
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滑り止め・速度制御舗装による効果 凍結抑制剤自動散布装置による効果

滑り止め・速度抑制舗装等の整備
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